　銀河と宇宙の構造
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

宇宙の構造を調べて宇宙の姿を知ろう
太陽をはなれてどんどん遠くに行くとどこへ行くのだろう
◎太陽　→　水星　→　金星　→（　　　　　　　）→　月　→　火星　→　小惑星帯（イトカワ含む）　
→（　　　　　　　　星）→（　　　　　　　　星）→（　　　　　　　　　星）→（　　　　　　　　　星）→　冥王星　
→　カイパーベルト（天体群）（200億km）→　オールトの雲（1光年）　
→　一番近い恒星ケンタウルス座　プロクシマ（4.2光年）　→　おおいぬ座　シリウス（8.6光年）　→　北極星（430光年）　→　銀河系中心（3万光年）　→　アンドロメダ銀河（250万光年）　→　おとめ座銀河団(5000万光年)　→
→超銀河団（1～10億光年）→　ハッブルディープフィールド（100億光年）→ずっと続く？→宇宙の果て？→宇宙の外？
ボイジャー（ロケット）が到達している範囲
◎ボイジャーというロケットが太陽系探査のため1977年に地球を旅立った・。
◎ボイジャー２号の旅
	1979年
	木星
	1981年
	土星
	1986年
	天王星
	1989年
	海王星


◎ボイジャーは今、太陽系の端（オールトの雲）のあたりまで行っている。

太陽系の近所の星（恒星）までボイジャーに乗っていくと
◎太陽に一番近い恒星は，ケンタウルス座のα星（その星座の中で一番明るい星、通称：プロクシマ）4.2光年である。
	
	海王星
	プロクシマ

	地球からの距離
	約42億km
	約4.2光年　＝　42兆km

	ボイジャーで
	　　　　年
	　　　　　　　　　　　年


· プロクシマ（　隣の恒星　）までボイジャーで何年かかるか予想しよう

→プロクシマは、海王星の（　　　　　　　　）倍離れている。
　　→海王星までの時間の（　　　　　　）倍＝（　　　　　　　　　　　　年）
◎現在、ボイジャー1号は太陽から約200億kmの場所（カイパーベルト）を通過中。
◎「銀紙の紙飛行機」に強いレーザー光線を当て、光速の１／5まで加速するStarShot計画がある。

→　プロクシマまで20年！　（銀紙の紙飛行機搭載のカメラ画像は地球まで光の速さの電波で届く。）
　　→　計画がスタートしてから最初の画像が地球に届くまで（　　　　）年かかる。
プロクシマを過ぎると　　星座を構成する星が見えてくる
◎オリオン座を構成する、リゲル（６００光年）、ベテルギウス（５００光年）が見えてくる。
◎星座をつくる恒星は約１０００光年前後の星が多い。
◎惑星や恒星が団体のように集まった（　星　　　　　　）や、星の雲のようなガスを伴った（　星　　　　　）も見られる。
太陽系の外・・・銀河系の姿　　そしてその外の姿は？

◎星座をつくる恒星からも離れていくと、星が「うずまき」型に集まった様子が見られる。この星の集まりを（　銀　　　　　）といい、その中でも私たちが住んでいるうずまきを（　　　　　　　系　）という。
◎星座をつくる恒星は、ほとんど私たちの銀河系(Milky Way)にある星である。
◎（　　　　　　　川　）は私たちがいる銀河系を横から見た様子である。

　（日本の夏の夜は銀河系の中心方向、冬の夜は銀河系の外方向）

◎銀河系自身も（　約　　　　　億年　）で1回転している。
　　　　
銀河系をさらに離れると　　　宇宙の大規模構造と　宇宙の果てへ
◎銀河系を離れると、アンドロメダ座の方向にアンドロメダ銀河がある。さらに離れると、近所の銀河が現れ、宇宙には、銀河がたくさんある部分と、ほとんどない部分に分かれていることがわかる。
◎宇宙は「ビックバン」と呼ばれる大爆発で生まれたと言われている。現在も膨張を続けており、ビックバン直後の空間は現在、650億光年先にある。この場所が地球に光が届く限界（＝観測できる限界）である。
◎今のところ、これ以上離れても、銀河のある部分と少ない部分が繰り返し現れて、同じ景色が続くと予想されている。　
◎いま私たちがいる宇宙の他にも別の宇宙があるという説もある。そうなると、「宇宙の果て」の外のことも考えていく必要が出てくる。
◎その先は、今後の人類に期待する。
宇宙の大きさからすれば、私たち人類の大きさは　   　　　　　  　　　が、
　　　　私たちには、その宇宙を調べる　　　　　　　　　　　　　がある。
天の川銀河の図↓
































